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▼要 旨

長崎県対馬市は、九州 と朝鮮半島 とを画する海峡の中央部に位置する典型的な離島にある。

同市では、 日韓交流 を主眼 とした 「国際交流教育」とい う名称の国際理解教育が進められてい

る。今回その実践事例として取 り上げた同市立今里中学校 と同鶏知 中学校における国際交流教

育の内容 は、国際理解教育の全国的な実践動向の中では、必ず しも主流の位置を占めている訳

ではない。 しか し、離島対馬における身近な地域の生活に立脚 した国際理解教育は、当地で育

つことへのアイデ ンティティの形成に大 きな意義を有するものになっている。

1は じめに

国際理解教育は、本来地域学習 とは理念や内容等が異なる。一般に国際理解教育の推進にお

いては、地域的特色 を反映せず、広範な教育内容を扱 う部分が多くある。 しか し、行事 を主に

した国際理解教育の実践では、教育実践の背景 となる地域の特性 を無視することはできない。

国際交流行事の舞台が実践地域その ものであ り、行事の内容の多 くが学校の全教育活動 と関係

し、当該地域の支援があってこそ初めて営むことができるか らである。

これまで、社会科の 「身近な地域」において実践 される地域学習の研究に関 して、長崎県対

馬市 を取 り上げてきたが、本論においても同地域を対象とする。対馬は、大韓民国(韓 国)と

海上で国境 を接す る離島であるという地域的特色を有 している。対馬の地域学習 に関して調査

を進めてい くと、同市が日韓交流を主眼 として 「国際交流教育」という名称で推進 している国

際理解教育に、必然的に注目することになる。ここでは、地域学習に関する研究の一環 として、
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当地域での特色ある国際理解教育について研究を進めることにしたい。
かみつ しま かみあがた みね とよたま み つ しま いつはら

本論では、2004年 度に上対馬、上県、峰、豊玉、美津島、厳原の旧6町 が合併 して対馬市に

なった以前か ら韓国との交流 を進めている対馬市立今里中学校 と、同難知中学校での国際交流

教育の実践に注 目す る。そして、わが国の国際理解教育の歩み とその指導で求め られている要

点 をふまえて、現地調査を通 じて明らかになった両校の教育実践 とその成果に関 して、若干の

考察を試みる もの とする。

2国 際理解教育の系譜と指導の要点

ω 国際理解教育の系譜

初めに、今里 ・錐知両中学校の実践が、国際理解教育の中に占めている位置を確認するため

に、同教育の系譜をみておきたい。

わが国の国際理解教育 に最 も大 きな影響を与えてきたのは、国際連合教育科学文化機関(ユ

ネスコ)の 動 きである。 なかでも1974年 の 「国際理解、国際協力および国際平和のための教育

ならびに人権および基本的自由についての教育に関する勧告」は、現在の同教育の基幹 を占め

る考え方となっている。

国際理解教育に関する論考は多いが、まず佐藤郡衛ω による国際理解教育についてのまとめ

を取 り上げる。佐藤は、ユ ネスコの国際理解教育に対応 した 日本の動 きを、年度を目安に して

整理 している。

1970年 代まで 一 ユネスコ協同学校計画(国 際理解のための教育 を加盟国で実験的に

実施)に 参加

人権の研究、他国 ・他民族の理解、国連の研究、総合的なテーマ

1970年 代半ば以降 一 協同学校参加衰退→アメリカ理解⇔ 日本理解

国際化による現実的要請→海外子女教育、帰国子女教育

1980年 前後

1980年 代

1990年 代

一 現実的要請に沿いユネスコ中心の国際理解教育から多様化へ

国内の国際化→多文化教育、異文化間教育

一 三つが混在

ア)ユ ネスコの国際理解教育

イ)新 しい国際理解教育(開 発教育、環境教育)

ウ)国 際化に対応 した国際理解教育(海 外子女教育、帰国子女教育)

一 「グローバル②教育」として統合する動 き

「グローバル」が国際理解教育の中心課題化

さらに、彙住忠久による次の整理を例に出し、ポス トナショナ リズム時代の国際理解教育の

あ り方を主張 している。

国際理解教育:「 主権国家の集合体 としての国際社会を前提に、他国理解や異文化理解、国

際関係理解等の学習を通 じて、諸国民、諸国家間の平和、友好、協力、お

よび人権の国際的保障をめざす教育」

グローバル教育:「 グローバル化 し、相互依存性 を増 しつつある世界を前に、グローバルな
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見方やグローバルな価値の実現を重視 して意思決定 したときに、 トラン

スナショナルな行動のできるグローバル公民性の育成 をめざす こと」

これら佐藤郡衛のまとめとは別に、田渕五十生⑧による整理 も取 り上げてみたい。

田渕は、実践上の時代区分と影響分析を行い、次のような経過を示 し、それらの実践におい

て 目標や力点のお き方に大 きな影響 を与えた要因として、下の4点 をあげている。

1960年 代 「ユ ネスコ協同学校計画」に則 した 「他国理解」に力点がおかれた もの

[現 ～代 多文化共生時_を 目指_参 加型学習

① ユ ネスコの動向と働 きかけ

② 審議会の答申や政府の文教政策

③ 外国か らの新 しい教育理論の紹介

④ 外国籍住民の増加や人権意識の高揚

そして、各時期の実践を類型化 して区分 している。

第1期(1950年 代後半～)

ユ ネス コ協同学校 による 「他国理解」に力点がおかれた時代

第2期(1970年 代後半～)

海外子女 ・帰国子女を中心にした日本独 自の国際理解教育が模索 された時代

第3期(1980年 代後半～)

欧米の新 しい教育理論が紹介 され、多様な実践が展開されるようになった時代

① 「グローバル教育」米国、英国

② 「開発教育」1980年 代前半に紹介

③ 「ワール ド・スタディーズ」英国

この時期に始められた参加型学習

海外ホームステイや修学旅行など、直接交流を組み込んだ実践

第4期(1990年 代後半～)

「内なる国際化」の視点から多文化教育の発想に立つ実践が展開されるようになった

時代

これ以降 も、同時に以下のような実践の存在も指摘 し、時代的に重層 したまま並列的に展開

されていることや、実践の多様化が進行 していることを説明 している。

・特定の国や国民 を理解の対象に据えた 「他国理解の教育」

・海外帰国生を中心 にした 「異文化理解の教育」

・地球的な課題を意識 した 「世界学習の教育」

・人権教育 と結びついた 「多文化共生の教育」

・コミュニカテ ィヴな英語教育や地域の外国人や留学生 との直接交流 を組み込んだ実践

双方のまとめをみれば、国際理解教育を巡っては様々な用語や概念が含まれてきたことや、

日本の国際理解教育が、ユ ネスコの動向 と日本社会が置かれて きたその時々の状況に大 きな影

響を受けてきたことが よく分かる。そ して、現在は全般的にはグローバル教育の方向に向かっ

ているが、同時に特徴や歴史を有する様々な実践が行われていることも指摘 されている。
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(2)国 際理解教育の指導の要点

国際理解教育に関する学習内容の構成要素や、同教育の教育実践の成果をみるに際 して、要

点として重視 されている項目をあらか じめ把握 しておきたい。

まず先の佐藤郡衛ω は、国際理解教育の学習内容を構成するときのキーワー ドとして、次の

4点 を提唱 している。

「文化理解」、「相互依存関係」、「環境、平和、開発などの地球規模の課題」、「共生」

また 米田伸次は㈲、国際理解教育の再構築に向けたキーワー ドを4点 示 している。

a)人 権尊重

b)自 国の文化理解 を踏 まえた異文化理解

c)世 界相互依存関係 と人類共通の諸問題への理解

d)人 類共通の課題解決に向けての国際的連帯 と協力

そ して、aを 基盤、b・cを 中心的展開領域、dを 帰結 として位置付けるとしている。

他方、中西晃⑥は、必要な国際的資質として次の3点 をあげている。

① 人権の雌重、②文化理解、③表現力

これらには共通 している部分が多い。おお まかに言えば、今求め られている国際理解教育の

実践においては、「人権尊重」、「自国文化と異文化への理解」、「表現力」、「人類共通の諸問題、

相互依存関係の理解」、「共生の意識」などが要点 としてあげられているととらえ られる。

3離 島 「対馬」における国際交流の方向性

離島には、隔絶性 や狭小性 といった生活を営 むのに不利な条件が元々存在す る。その うえ、

本土の経済 ・社会動向の負の部分が増幅されて波及 して くるという厳 しい環境下にある。さら

に近年は、財政支出の支援が期待できない中で、自立的な地域振興が求められるという苦 しい

状況に置かれている。

離島 「対馬」の特徴の一つに、佐渡島、奄美大島に続 く面積 を有する比較的の大 きな島であ

るにもかかわらず、耕地率が極端に低いことがあげられる。 したがって、古来から食糧の自給

はできず、島外に頼ってきたという歴史を有 している。二つ 目の特徴は、日本の本土 より朝鮮

半島の方が距離的に近いという点である。

現在、"離 島"対 馬の振興策は、次のような考え方の下で進行されている。それは、「離島の

地理的 ・自然的特性を生か した振興」、「地域の創意工夫による自立的発展の促進」 という方向

性 と、地理的、資源的、自然的条件を有効かつ積極的に高度に活用 した他地域 との差異 を持っ

て発展する 「価値ある差異」の創出、とい うものである。方策 として、従来まで多 くを依存 し

てきた公共事業に頼 らず、財政出動を少なくする代わ りに特区指定獲得などの規制緩和 によっ

て島づ くりを進めるという。

対馬の振興策の主軸は、韓国からの観光客誘致 と韓国との国際交流の充実である。この交流

は従来から官民 ともに行われ、実績が積み重ねられている。このような長崎県や対馬市および

民間の取組の要点を簡潔な文言で示すなら、「島の活性策としての韓国との交流」と 「交流をに

なう人の育成」となる。
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すでに筆者は、対馬の現状(7)や同地域 における地域学習(8)に関 して報告を行ってきている。

これらの論考で も触れたが、学校教育の方向を示す対馬市教育委員会は、国際交流について明

確な方針を出 している。例えば、旧6町 が合併 した2004年 段階 において、市教委学校教育課が

示 した 「本年度の主な事業等(1)重 点事業」の一つには、次のようにあげられている。

2)対 馬 ならではの国際交流教育(日 韓交流教育)の 推進

ア 国際交流(日 韓交流)教 育 促進事業の実施 【新規】

○対馬ならではの国際交流教育 として、これまで、市長部局が所管 していた日韓

交流関係事業で学校教育に関わるものを 「日韓交流教育促進事業」 として再構

築 し、教育委員会の事業として実施する。

そ して、この事業推進に予算措置を講 じ、現在に至っている。

4対 馬市立今里中学校での国際交流教育の実践

(1)対 馬市立今里中学校について

今里中学校は、上島と下島か らなる対馬の下島地域に当たる難知町(当 時〉において、1947

(昭和22)年4月 に町立今里中学校 として開校 され、1959年 の町村合併時に美津島町立今里中学

校 とされた。 さらに2004年4月 の旧6町 の合併により対馬市立今里中学校となった。校区には、

小さな漁業集落が海岸沿いに散在 してお り、人口規模は小 さい。2009年 度の生徒在籍数は、1

年5名 、2年6名 、3年7名 の18名 で、教職員が13名 の小規模校である。3学 年の生徒数 をみ

る と、1998年 には18名 を記録 したが、それ以降は6名 ～15名 で推移 している。

チ サ

(2}韓 国只沙中学校との国際交流活動

今里中学校 と韓国只沙中学校 との交流には、只沙中学校か らの申 し出によって開始 された と

い う特徴がある。 さらに、互いに小規模校であることも特徴的である。 しか し、今里中学校の

位置が小規模 な漁村地域であるのに対 して、他方の只沙中学校が半島内陸部の農村部にあると

い う、校区の環境 に相違がみ られる。交流行事では、この点に留意 して相互を理解す工夫が盛

り込まれている。

ア 只沙中学校について
プ サ ン

交流相手校の只沙中学校は、ソウルから南へ約4時 間、釜山から西へ約4時 間の位置にあ り、

人口約196万 人の全羅北道内に位置する。全羅北道は、歴史的には古代の日本 と友好関係を有 し

た百済に含まれた地域である。

只沙中学校は農村地域にあ り、1976年3月6日 の開校で、「正直、誠実、協同」を校訓 として

いる。当校は今里中学校 に近い小規模校である。
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イ 交流の契機
カンヨンイル

2000年 、只沙中学校校長の姜栄一氏から、これか らの国際化時代に対応で きる人材育成のた

めに、韓国からもっとも近い外国である日本の中でも、特に親近感のある対馬島との交流 を是
リのチェンスウ

非実現 したいという意向が表明された。当時の美津島町国際交流員の李鐘沫氏が只沙中の卒業

生であったため、同町内の中学校に交流相手校を探すことになった。その際の只沙中の生徒が

58人 であったので、同程度規模の今里中学校 との問に姉妹校の締結 を行 うことに至った。

ウ 交流の経過

・2000(平 成12)年7月26日 ～28日 に、只沙中からの第1回 訪問団が今里中を訪問 し、「姉妹

学校縁組協定書」に調印。生徒2年 生22名 、校長外職員4名 、只沙面長(町 長に相当)、

PTA会 長の合計30名 が来校。

・2001年 は地域の 「日韓交流 「r美津島の船」」事業」 として今里中か ら只沙中を訪問。生徒

3年 生15名 、校長外職員5名 、PTA等15名 が参加。復路には只沙中からの訪問団が同行 し

今里中を訪問、「敬愛、誠実、友情」と刻んだ記念碑の除幕式を挙行。

・2004年 ～2007年 はおおむね相互に訪問。

・2008年 から双方の生徒数滅により隔年相互訪問へ。今里中か ら計17名 が訪問。

・2009年 は只沙中から訪問団が来校。今里中では、10周 年記念 として 「美津島の船」で訪韓

された関係者を招待。

この間、2002年 の訪問中断、2003年 のSARS(重 症急性呼吸器症候群)の 影響による訪問中止

はあったが、2001年 の教科轡問題、2006年 の竹島問題が発生 した際でも、双方か ら訪問団が派

遣 された。

最近の訪問では、只沙中からは1・2年 全員が参加 し、先生4名 が引率 して7月 下旬や8月

下旬に来校、今里中からの訪問は2・3年 生全員が参加 し、8月 下旬や6月 や7月 に訪問を実

施 している。

工 只沙中学校来島時の受入 日程

2009年 度における、今里中学校の受入行事は以下のような日程で実施された。

受入期間:2009年7月13日(月)～15日(水)

日程1日 目……歓迎行事、ホームステイ

2日 目……魚料理体験、鮪餌や り体験、海水浴、ホームステイ

3日 目……送別会 ・観光

只沙中学校側の来島希望時期は秋であるが、今里中では2年 生の職場体験行事があって受入

が困難なことから7月 に設定されている。

オ 交流時の生徒 ・地域のようす

交流時のようすについて、今里中学校で聞 き取 り調査 を行ったが、只沙中訪問時の 日程は不

明であった。また、その際の生徒の状況についても詳 しい資料を得ることができなかった。こ

こでは主に只沙中受入時のようすについて、聞 き取 り結果を記す ことにす る。

・韓国語は片言で初めだけ話 し、後は身振 りと英語で対応 している。
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・隔年訪問により、2年 連続で 日韓で交流で きることか ら、今里中の生徒には好評である。

・ごくまれに事後に文通をするケースもある。

・来島時の活動に、内陸部に位置するという只沙中の地域的環境を勘案 して、海水浴を採 り

入れている。只沙中の生徒には、海水浴が きわめて好評である。

・韓国の中学校 には校内に体育館や鉄棒などはな く、芝の グラン ドのみであ り、日本の中学

校内にみ られる諸施設 ・設備に対する関心が高い。

・来島時のホームステイでは、1家 庭で数名の受入を依頼す るが、言葉の壁が最大の障壁 と

なると思われ、当初は受入姿勢は消極的である。次回の訪韓時に子供たちが世話になるか

ら参加するとい う姿勢がみられる。

・行事が始 まると、校区の全地域の支援 で実施する漁業体験 や浜辺でのバーベキューなど、

様 々な人々の協力や、子供の笑顔や別離の際に涙を流す姿に接することにより保護者の不

安は払拭 され、積極的な姿勢に転 じることが多い。

・今後は、生徒数滅 により、受け入れ家庭が確保 しにくい状況になるおそれがある。

・教員もホームステイを行 う。言葉が通 じず身振 りのみの交流になる。

・来島時には大愚の土産が持参 される。対馬離島時には、代わ りに食品や日用品など、韓国

の人に好評な ものをプレゼン トすることになる。

5対 馬市立難知中学校での国際交流教育の実践

ω 対馬市立難知中学校について

難知中学校の位置は、先の今里中学校の校区に隣接する地域にある。同様に1947(昭 和22)

年4月 に開校 され、2004年4月 の旧6町 の合併により対馬市立難知中学校 となった。同中学校

の位置は旧美津島町の中心地区に当た り、比較的大規模な集落となっている。また、対馬市の

行政の中心は、市役所が置かれている下島南部の厳原地区にあるが、下島北部の当中学校近辺

には、対馬地域最大規模のスーパーマーケットや ドラッグス トアなど、いわゆるロー ドサ イ ド

店舗が立地 してお り、商業の中心地となっている。

このような地域環境の下、2009年 度の生徒在籍数は1年53名 、2年43名 、3年52名 の計148

名、教職員数20名 と、島内19中 学校の中でも厳原中学校に次 ぐ規模 となっている。

(2}韓 国釜山市新仙中学校との国際交流活動

難知中学校 と新仙中学校 との交流には、その校区の状況や生徒数に大 きな相違がある学校同

士の活動である点に特徴がみ られる。難知中が位遣する対馬市 は、2010年2月 の推計 人口が

34,610人 、旧美津島町に限っていえば、2004年 合併直前の推計人口が約8,400人 と、きわめて小

規模な地域 となっている。

一方、新仙中学校 は、釜山広域市にあるが、当市は2004年 の人口が3,711,268人 とい う巨大都
ヨ ン ド

市である。新仙中が位置する影島区は、釜山広域市南部の半島にある区で、160,899人 もの人口

を数える。新仙中 も、生徒数が1,000人 規模の学校である。校区をとりまく環境が大 きく異なる
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2校 の交流に関 して、難知中学校の資料を基にみていこう。

ア 交流のねらい

・相互ホームステイを通 して、コミュニケーション能力を育成 し、国際的な視野を広げ、グ

ローバル社会で生 きる人物の育成を目的 としている。

・交流活動 を通 して、言語や文化、習慣が違 う国の人と生活 をすることで、文化の違いに触

れ、韓国を身近な国として認識するとともに、これからも積極的に交流 し、お互いをより

深 く理解 したい という気持ちをもつことができることを期待 している。

イ 交流の経過

・1993(平 成5>年 に、釜山市影島区にある新仙中学校と姉妹校関係 を締結 し、交流 を開始

始 した。

・1997年(平 成9)年 からは、韓国と日本を相互に訪問 しながら、交流を16年 間継続 してい

る。ただ し、2004年 度はSARS、2009年 度は新型インフルエ ンザの発生のために、双方 と

も交流行事 を中止 した。

ウ 交流の 日程と内容

錐知中学校から新仙中学校の訪問は7月 下旬に行われ、新仙中学校からの訪問は10月 に行わ

れている。ここで2009年 度の相互交流行事の 日程をみてみよう。なお、海路は韓国の海運会社
ひ た かつ いつはら

が釜山港一比田勝 ・厳原両港問で運行中の定期高速船rド リームフラワー」 『シーフラワー2』

を利用 している。両船 とも韓国からの観光客の利便性 を考慮 したダイヤが組まれてお り、釜山

か らの往路は南部の厳原港に着 き、復路は北部の比田勝港か ら出発する。 したがって、対馬側

か ら往復する際は、韓国での滞在時間を短 くせ ざるを得ない という日程上の不利が生 じる。な

お、同船は前掲の今里中学校の交流でも利用 されている。

訪問時や受入時の時の主な活動 としては、学校での交流会、相互ホームステイ、地域研修(見

学)、 教職員同士の交流などがある。

〈訪問時>7月30日(水)～8月1日(金)*事 前に詳しい予定は伝えられない。

1日 目……比田勝港出発、新仙中学校での交流会、ホームステイ

2日 目……釜山観光(合 同)、昼食会、ホームステイ

3日 目……釜山港出発、厳原港解散

〈受入時>10月10日(金)～10月12日(日)

1日 目……厳原港着、難知中学校歓迎行事、ホームステイ
あ そ う

2日 目……浅茅湾 クルージング、厳原町内見学(合 同)、 夕食会、ホームステイ

3日 目……対馬各地見学(合 同)、比田勝港出発

訪問から受入に至る1年 間の流れは、2008年 を例にとれば以下のようである。

月 内 容

4月 交流参加家庭呼びかけ ・決定

5月 韓国新仙中学校受け入れ(2泊3日)→10月 に延期
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6月

7月

8月

9月

10月

U月

3月

国際交流参加家庭保護者説明会

新仙中学校訪問

新仙中学校訪問保護者報告会
ソ ンス ジン

韓国講座(4時 間)、対馬市国際交流員 成修眞さん

釜山民族芸術団交流公演

韓国新仙中学校受け入れ(2泊3日)

学習発表会(韓 国訪問 ・受け入れ報告会)

参加保護者感想配布 ・提出

新2、3年 生国際交流参加呼びかけ

難知中の特色 としては、生徒会の専門委員会の1つ に 「国際理解委員会」があ り、韓国を中

心 とする外国文化の理解や掲示物等の作成による啓発活動が、日常的に行われている点があげ

られる。8月 の訪問生徒保護者向け報告会や2学 期の学習発表会では、韓国訪問時のようす、

新仙中学校の生徒受入時の ようす、生徒達が感 じたことなどを作文にまとめて発表 し、交流へ

の理解を深める活動を行っている。

また2008年 度からは、韓国訪問と新仙中生徒受入の事前学習 として、卒業生や対馬市の国際

交流員の方を講師に招 き、韓国講座を4時 間実施 した。その他 にも、釜山民族芸術団交流公演

を催 し、韓国の伝統的な楽器などを通 して、韓国の文化に触れる機会を得た。それ らの活動の

ようすは、廊下の壁に写真などを基に掲示されたり、芸術団から寄贈 された楽器の一部は中学

校の玄関に展示 されている。

工 交流時の生徒 ・地域のようす

難知中でも、交流時のようすに関 して聞き取 りを行ったので、その結果をまとめてお く。

・新仙中では難知中訪問への希望者が多 く、男女比を5:5に して抽選 しているという。

・難知中では、参加希望者 を募る際に保護者の理解を得るのが困難な状況がみ られる。男子

10人の希望者はそろうが、女子10人 が集ま りに くい。

・生徒たちは事前学習で学んだ韓国語と英語で交流 し、す ぐにうち解けて仲良 くなる。
ばんしょういん

・来島時の地域研修 としては、厳原町にある万松院や長崎県立対馬歴史民族資料館を訪問 し、

韓国と対馬 との交流の歴史を学習する機会を設けている。

・韓国の生徒は、海岸に押 し寄せる韓国由来の漂着ゴミの量に驚 く。韓国の海岸では体験で

きない、波打ち際での自由な遊びに喜びを感 じるようである。

・訪問時 も来島時 も、韓国では大量の土産を用意する習慣があ り、ダンボール箱 を2個 程度

持参することがある。贈 られるのは海苔やおか し類が多 く、日本か らのものは、醤油、ゴ

マ油、シャンプーなどが喜ばれる

・訪韓時の際の学校やホームステイ先の歓迎ぶ りが大変熱心である。訪問時には、もてな し

の心 を学ぶことになる。

・訪問後は韓国での交流のようす を見た保護者が感激 し、来島時の態勢に反映 されてい く。

・交流後 も、家庭同士で交流を継続 しているようである。
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6交 流教育の特徴

4、5で みてきたように、今里中学校の国際交流は2000年 に韓国只沙中学校からの呼びかけ

で開始 され、難知中学校の場合は、1993年 の釜山市影島区新仙中学校 との姉妹校関係の締結か

ら始められた。いずれ も1990年 代になってか らの外国の学校 との交流である。

先の2(1)に あるように、国際理解教育は、1990年 代からグローバル教育や多文化教育など、

国家や民族の違いを超えるような取 り組みを主体 としたものが主流となって きている。両校の

交流は、先に佐藤郡衛があげた"同 教育の動 き"を 基にしてみれば、1980年 代か ら行われた 「国

際化に対応 した国際理解教育」に位置づけられよう。

ただ し、この場合の国際化の対応とは、1970年 代にみられたような海外渡航 をする日本人の

増加に応 じたもので も、1980年 代からみられたようなニューカマーの増加 による内なる国際化

に応 じた ものでもない。 日本が急激な国際化の動 きに巻き込まれてい く状況を反映 したもので

はないのである。いずれも、ある意味素朴な交流 ともいえる"隣 国理解の進展"を 目指 した も

のであると理解で きる。

現在、 日本各地の 自治体や学校では、隣国の韓国との交流を数え切れない程活発に行 ってい

る。 この中でも、 とりわけ対馬の場合の交流には、特別な背景がみ られる。地理的位置からみ

れば、九州よ りも朝鮮半島に近 く、古より日本 と朝鮮半島との狭間で生 きて きたとい う歴史が

歴然としてある。いわば対馬は、古代か ら日本 と朝鮮半島との橋渡 しの役割な しでは生 きてこ

れなかったのである。 したがって、韓国は、現在 も対馬が生活 を営んでい く際に、欠かせない

存在 となっている。

いっぽうの韓国か ら見て も、日本は、古代から現在に至るまで、政治 ・経済 ・社会の各領域

で きわめて関係の深い隣国となっている。その中でも、半島から肉眼で見える最 も近い島であ

る対馬は、交流相手 として相応 しいとい うとらえ方をしているのではないか と考えられる。

それ故に、今里中学校では韓国只沙中学校からの申 し出をスムーズに応 えられたのだと考え

られる。両校の姉妹学校の締結協定書には、「両校が学習、文化、スポーツの交流、ホームステ

イ実施により、両学校相互の理解 と親善を深め、両学校の発展 と繁栄に寄与する」〔9という趣

旨が盛 り込まれている。また同中の平成21年 度 「教育方針及び努力 目標」の 『学校経営の視点

(7)総 合的な学習の時間』α゚ 1には、次のような一項 目がある。

○姉妹校の韓国 「只沙中学校 との親密 な交流」をとお して、自国と他国の文化の違い

を理解 ・尊重する国際理解教育 を推進する。特に、交流10年 目を迎えることで、こ

れまでの交流の歴史を再確認する。

ここでも、特に異なる文化の違いを理解 ・尊重することが重視 されていることが読み取れる。

次に、難知中学校の国際交流についてみていこう。同校では交流のねらいqDを 、「新仙中学

校 との国際交流学習は、相互ホームステイを通 して、コミュニケーション能力 を育成 し、国際

的な視野を広げ、グローバル社会で生きる人物の育成を目的 としている。その中で、言語や文

化、習慣が違 う国の人と生活をすることで、文化の違いに触れ、韓国 を身近な国として認識す

るとともに、これか らも積極的に交流 し、お互いをより深 く理解 したいという気持ちをもつこ
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とがで きるものと考える。」としている。この中で も、異文化の理解や隣国理解を進めると共に

交流意欲を高める という内容が含まれてお り、今里中との共通点がみ られる。

さらに難知中では、「グローバル」という文言をあげている点が特徴 としてあげられる。この

難知中の国際理解教育は、1990年 以降の全国的な動向 をふまえているとみることもできるが、

交流相手の学校が、釜山広域市という国際的にも有名な大都市にあることが影響 している可能

性が想定で きる。先にあげた難知中の国際理解教育のね らいが、最初から設定 されていた もの

か どうかは分からない。むしろ、400万 人近い人口があ り、幾多の船舶 を処理するアジア有数の

大貿易港を擁する巨大都市 との交流 を進展させる中で、体験的に国家や民族 とい う枠組みを考

え直す機会が増えていったのではないか と推測する。それがいわゆる 「地球市民」の育成 とい

う考え方に繋がっているとも考えられるのである。

元にもどるが、今里 ・難知両校の取 り組みには、ホームステイによる生徒間の交流を中心に

据えるという特徴がある。交流での驚 きや喜びを体験させ、その大切 さを理解させ今後の意欲

につなげていくことが、生徒同士のコミュニケーシ ョンから確実に生 まれてい くと考えられる。

これ らは、先に田渕五十生があげた時代区分の中でいえば、第3期(1980年 代後半～)に 始

められた参加型学習の一つ 「海外ホームステイや修学旅行 など、直接交流を組み込んだ実践」

に該当するであろう。そ して、第4期(1990年 代後半～)以1降 も継続がみられる多様な実践の

一つ 「特定の国や国民を理解の対象に据えた 『他国理解の教育』」に位置づけられよう。

7実 践からみえる交流の成果

(1)今 里中学校の生徒の感想から

2009年 に実施 した現地調査においては、今里中学校の生徒達が交流行事 を行った際に記 した

作文を入手することがで きた。生徒達の感想から交流の成果の一端をみてみていきたい。

最近では、今里中の生徒は2008年 に韓国を訪問し、2009年 には只沙中の生徒 を受け入れてい

る。生徒が只沙中を訪問 した際に書いた感想には、概ね次のような内容が含まれている。

① 只沙中学校における交流行事での感想

② 食事 に関する感想

③ 生徒間の交流を通 しての感想

①についての感想では、「只沙中の人のピアノがきれいで した。ダンスがそろっていてきれい

で した。それから太鼓の叩 き方がす ごかったです。鐘の打つタイミングが難 しかったです。」、

「太鼓みたいなものをしてリズムをとるのがとても難 しかったです。でもあれが小学校 レベルと

聞いてとて もびっくりしました。」などのものがみられた。文化の中で も、音楽の種類やリズム

の違い、それへの習熟の違いに驚かされている。また、子どもがす る遊びの種類にも言及 して

いる。

②についての感想では、「料理では日本で食べないものが出てとてもつ らかったです。特にキ

ムチを食べて、とてもつ らかったです。でも、焼 き肉が一番美味 しかったです。」、「箸は鉄だっ

た り、ご飯をスプーンで食べた りなど慣れないことがとてもあ りました。」などがある。第一日

目の遅い時刻にとった夕食の印象が強かったようで、ほとん どの生徒が感想を記 している。衣
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食住 という生活文化で も、直接味覚 として感 じる食事に関心が向 くのは当然 といえる。 また、

中学生が国内で経験できる韓国風食材や料理 と、現地で経験する韓国料理の違いは、大人が想

像する以上に大 きいものがあったようである。

③ についての感想では、言葉に関するものが多い。例えば 「ソーラン節など踊った後、只沙

中の人と握手をして少 し遊ぶ とす ぐ話せるようになりました。」、「言葉は通 じなくてもなんとか

なるんだと思いました。」など、言葉の障壁 とそれを超えた相互の気持ちのや りとりについて記

している。

さらには、「言葉が通 じないので困ったことがた くさんあったけど、少 しずつなんだか分かる

ようになりました。来年只沙中の人が来る時は、今 よりも少 し言葉が話せるように頑張 って覚

えたいと思います。」とか 「私は韓国に行 ってみて、言葉がうまく通 じなかったことをすごく悔

しいと思います。 もし今度、韓国にい くことがあったら、 もっともっと韓国語 を勉強 して、次

はお話もあいさつ もできるようにしたいです。」というように、相手方の言語をさらに理解 しよ

うという意欲 を表 しているものもある。

コミュニケーシ ョンの進展では、「只沙中の人は泣いて別れるのを惜 しんでいて、僕 もまだ話

などをしたいと思いました。」、「只沙の人たちと別れてとても悲 しかったです。」というような、

交流相手との別離が大 きな契機になったようである。前述 したように、只沙中訪問時のホーム

ステイは1泊 のみである。生徒間の交流は延べ2日 間に過ぎない。 しかし、初対面で も人と人

との直接交流では きわめて親密な関係が生まれることを体験 しているようである。

翌年には訪韓 した生徒達が、対馬の地元で只沙中の生徒 を迎えることになる。訪韓の経験の

ない1年 生ではとまどいが感 じられる。「1日 目はきんちょうしていたけれど、只沙中の人から

話 しかけて くれたので、きんちょうがとぎれて、サ ッカーをした り、お しゃべ りをしたりして

楽 しかったです。」、「1日 目には初めてでどう接 したらいいのか分からなかったけれど、女の人

達 と初めに会話 をし始めて、一歩成長 したなあと自分で思いました。困っているときも近 くに

行ってずっと質問をした り、聞いてあげた りしてで きました。」、とコミュニケーシ ョンへの不

安か ら消極的であったのが、短時間のうちにうちとけてい くようすがうかがえる。

そ して、1年 も2年 で も 「1日 目で一番うれ しかったのは、ほとんどの只沙中の人に名前 を

覚えてもらったことです。」、「遊んでいる中で、名前を聞いたり名前 を教えた りしてとても嬉 し

かったです。」と、名前 を覚えられたことへの喜びを多 くの者が書いている。

何よりも自分の意志を通 じさせることができるか不安を感 じていた生徒 も、韓国の只沙中の

生徒達からの働 きかけ もあって、次第にジェスチャーや英語を通 じて交流す ることがで きるよ

うになってい く。そ して訪韓 を経験 していない1年 生 も、経験済みの2年 生 も交流 を深める喜

びを感 じるようになって行 くようすが分かるのである。この面から、「両学校相互の理解 と親善

を深める」とい う同校のね らいが、十分に生きているようである。

(2)難 知中学校の生徒の感想から

難知中学校では、2009年 度の交流に参加 した2年 生男子1人 の感想 を得ることができた。

僕は、難知中学校の先輩達により受け継がれて きた姉妹校 との交流により、7月 と10

「月の2回 、韓国の新仙中学校の生徒 とのホームステイなどの交流 をしました。初めての
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外国に行 くということで緊張 しましたが、僕がお世話になった家は温か く迎えてもらい

ました。 また、釜山が大都会であることに驚 きました。僕が、最 も心配 していた言葉 も、

英語と少 しの韓国語で大体会話することができました。料理は辛いものばか りではな く、

様々な料理があ りました。特に、焼 き肉はとてもおいしかったです。

10月 には、新仙中学校の生徒 を受け入れました。こちらでは、バーベキューや竹馬な

どの 日本の遊びなどを一緒にしました。他にも、新仙中学校の人達 とカラオケに行った

り、対馬の観光名所などに行った りして交流 しました。短い間で したが、とても良い思

い出にな りました。今回の新仙中学校 との交流では、初めて韓国へ行って、 日本との文

化の違いや韓国と日本の歴史などを学ぶことがで きました。 また、外国の暮 らしに興味

が深 まりました。このような活動 に今後も積極的に参加 して、対馬の外 にも目を向けて

いきたいと思います。

これを読むと今里中の生徒が書いた感想と共通するものが多い。言葉への不安があったけれ

ども、なん とか会話ができるようになったという点がその例である。1人 の感想か ら断定的な

判断はできないが、釜山や文化への言及をみれば、韓国の現状や文化を しっか りと観察してい

るようす もうかがえる。異文化への理解や他国の理解 という意味では、「交流活動を通 して、言

語や文化、習慣が違 う国の人と生活 をすることで、文化の違いに触れ、韓国 を身近な国として

認識する」 とした、難知中学校の交流のねらいはよく達成 しているようにみえるのである。

錐知中学校では、他に保護者の感想が得られた。その一部をあげておこう。

○受け入れ

・礼儀正 しく素直な生徒 さんだったので、交流をスムーズにで きた。人をもてなす ことを

息子なりに考える機会になった。

・2人 受け入れ したので、2人 でしゃべっていることもあったので、私たちがそれほど気

をつか うことはあ りませんで した。

○食事について

・食事では、気を使って くれたのか、出 した物は残さずに食べて くれました。

・お弁当づ くりに少 し戸惑いがあ りましたが、家庭料理、外食とは、また違 った食事方法

はより愛情 を注 ぐことがで きたと思います。

○言葉について

・今年の体験で来年は もう少 しうまく受け入れができるかなと思ってい ます。今回は、辞

書片手に会話をしていたのですが、来年はもう少 し頑張って話が通 じるように努力 して

おこうと思います。

○その他

・韓国交流事業に参加 させてもらい、本当に学ぶことが多 く勉強にな りました。次年度は、

部活動などで参加できないか もしれませんが、また韓国に行った り、受け入れ もしたい

と思いました。

・受け入れは不安なこともあ りましたが、迎えてみると、とてもかわい くて、またぜひ来

てもらえたらいいなと思いました。 このような機会をいただいて、本当によかったと感

謝 しています。

先述 したように、難知中学校では、当初ホームステイの受入家庭 を確保することが難 しい状
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況があったようである。 しか し、結果的に保護者の気持ちを杞憂に終わ らせたのは、子 どもの

態度や対馬 を訪問 してきた新仙中の生徒達の立ち振る舞いであったのではないだろうか。今里

中の交流のような具体的な面は明らかになってはいないが、同等の有意義な交流場面が展開さ

れたことは想像に難 くない。生徒達に国際理解の感覚を持たせるのに大事なことは、個々人だ

けでな く、生徒を取 り巻 く家庭や地域 という環境が大きな影響 を及ぼすという点である。交流

行事 に参加 した生徒達は、家庭の理解を得て、この経験をふ くらませていけると考えられる。

(3)両 校の実践から

2(2}で みた国際理解教育の指導の要点を基に、両校の実践をふ り返ってみよう。そこでは、

同教育の実践においては、「人権尊重」、「自国文化と異文化への理解」、「表現力」、「人類共通の

諸問題、相互依存関係の理解」、「共生の意識」などが要点 とされているとまとめた。

これらのうち、生徒同士の直接的な触れ合いや、ホームステイ先での家族との交流から、「表

現力」が発揮 されたことは、上記の感想を通 してよく理解できる。 また音楽や踊 りなど相互の

文化にふれたことも 「自国文化と異文化への理解」の点から意義深いことである。文化の違い

に気付 くだけでなく、将来の文化の担い手 となる同学年の生徒が自国文化の修得に習熟 してい

ることを、お互いが理解で きたことも評価すべ きであろう。

「人権尊重」については幅広い考え方を基にして検討する必要があろうが、ここでは互いに名

前 を覚えて嬉 しかったという感想に注 目したい。名前を覚えられることは、まず一人の人間と

して認識 される ということの始まりといえるからである。

今回は、両校の国際理解教育の中で も交流行事 を取 り上げている。 自明のことであるが、行

事の中で充実 した交流が行われたとしても、同教育のね らいすべてを網羅できる訳ではない。

ここで、田渕五十生による指摘`12}に注 目しておきたい。次のようなものである。

・参加型学習は決 してオールマイティではない。

・アクティビティを対象化 して考察する 「体験 を経験化」する学習過程が欠落すると、単

に楽 しいだけの活動主義の授業に堕ちてしまう。

・直接交流を組み込んだプログラムは温かい共感的な理解を得 させるには有益である。 ま

た、相手国民 を理解 しようとするモチベーションにもなる。

・「友好は易 く、理解は難 し」と表されるように、お客 さんとしての滞在経験 と真の意味で

の他国理解や他文化理解とは別次元の問題である。
"真の意味での他国理解や他文化理解"の 文言をいかに解釈するかという点には様 々な見解が

あろうが、きわめて重要な指摘である。

このことについて、少なくとも上掲の難知中学校の 「1年 間の流れ」をみると、韓国講座や

釜山民族芸術団交流公演など、国際理解教育を交流行事だけの一過性の ものに しない工夫が見

て取れる。今里中では校庭に交流の証 として 「敬愛、誠実、友情」 と刻んだ記念碑が建てられ

ている。いずれも国際理解教育を念頭においた学校教育が進め られていることが垣間見られる。

それ らの実践の支えの一つとになっているものに、両校の卒業生の中に国際交流に関わって

活躍する人物が出ていることがあげられる。

今里中の関係者には、県立対馬高校で2003年 に設置された国際文化交流(韓 国)コ ースに進
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み、その後釜山の大学に留学 した卒業生がいる。当人は、韓 国との国際交流 に関心が高 く、今

里中の受入行事には、地域の協力者として大きな力を発揮 しているという。

また難知中の関係者の一人は、同 じコースをた どって対馬市に就職 し、現在観光物産推進本

部において国際交流を担当 している。そして韓国や国内に対馬の情報を積極的に発信 したいと

の意気込みを表 しているとい う。

彼らが有 している意識は、韓国を肉眼で遠望で きる対馬ならではの ものか も知れない。 しか

し、対馬市の国際交流への人材育成は着実に成果をあげているとみることができる。

いっぽう国際理解の意識や交流 は、双方向か ら支障なく進むような単純なものではない。対

馬の振興 を目指す自治体や経済界の努力の結果、この数年間で島には韓国観光客が急増 してい

る。それに伴い、日韓両国民の生活習慣や考え方の違いか ら生 じる様々な トラブルが報告され

ている㈹。言葉や習慣が異なる他国間の交流の過程では、様 々な不安や困惑が次々と発生する

のは当然のことで、次のような意識の繰 り返 しがみられるのではないだろうか。

他国への関心

交流への意欲
→1交流の開始1→ 考え方の相違 ・生活習慣上

の違いからくる摩擦、対立
一不安　困惑一[交流の継続

対馬市では学校単位で継続的に日韓交流の行事 を進めているのは、19あ る中学校でも今里 ・

難知両校など限られたところで、学校 ・生徒 ・地域 にかかる負担は大 きい。そ して、これ まで

の両校の実践で も、事前に十分な情報交換 と事前学習で相手方の理解 を深めることに努めてい

たつ もりで も、訪韓時の詳細 な日程が直前になって も知 らされなかった り、事情により訪問行

事が中止に至 った際にはそのとらえ方に行 き違いが生 じたりと、学校や地域に不安や困惑が生

れた例は多 く、交流継続への障害は大 きいようにみえる。

反面、対馬市 では従来から各種の日韓交流行事が継続的に行われてお り、交流を継続 ・発展

させることの難 しさを十分経験 してきている。 したがって学校の交流行事においても、回を重

ねる毎 に何かの摩擦が発生することは予測の範瞬に入ってきてお り、なおそれを乗 り越えて違

いを認め合い、さらなる交流を推進 しようという気運 も高まっているようである。その原動力

になっているのは、何よりも交流行事において、子 ども達同士が親密度溢れる言葉や行動 を交

わす中で見せ る連帯意識であろう。いわば先の 「共生の意識」の芽生えに相当するものかも知

れない。交流 を継続する中で、次の交流を支える意識や姿勢が生 まれ育っているのである。国

際交流教育の実践は、多大 な労力 を要 し克服困難な事態が生 じるものであって も、韓国 との交

流で生 きようとする対馬にとれば、無 くてはならない学校教育の柱 となっているようである。

8お わ りに

最後に、今里 ・難知両中学校が国際理解教育を円滑に進め られる背景に触れておきたい。そ

れは、対馬市による予算化を含む手厚いバックアップである。

2009年 度の対馬市教育委員会学校教育課が策定 した 「国際交流(日 韓交流)教 育促進事業」

のねらい とは以下のようなものである。
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(D日 韓交流活性化のための対馬の人材育成

(2)時 代変化に対応できる、国際感覚に溢れ、広い視野や豊かな人間性 を備えた人材の育成

(3》 対馬な らではの国際理解教育の推進

(4)日 韓交流に係 る人材育成のための費用対効果の向上

(5)日 韓交流事業の継承 と発展

そ して、〈人材育成と学校教育〉 という項目では、

その基盤は、人と人との積極的交流にある。特に、次代 を担う人材育成には、学校

教育における国際交流活動の充実 を図 り、学校間交流の充実 ・進展を地域間交流 まで

拡大 し、対馬市としての日韓交流の活性化につなげることが重要である。

そのためには、学校現場 と行政が一体となって、対馬市 として 「対馬の子 どもたち

につけたい力」を明確に した うえで、全市的視点で 「対馬の子 どもたちを中心 に据え

た」日韓交流の教育施策を講 じなくてはならない。

と述べている。

地域学習の実践においては、身近な地域に対する理解と関心を深めるとともに、身近な地域

の発展に努力 しようとす る態度 も育てるとい う点で、極めて大 きな意義 を有 している(14)。

現在の日本の経済 ・社会情勢が反映 して、対馬の今置かれている状況には非常に厳 しいもの

がある。学校卒業後に対馬で職を得 られる例は限 られてお り、学校に通 う子ども達も、自然と

九州など本土での生活に関心が向いて しまう。 したがって子 ども達には、対馬で生 きることや、

対馬に生 まれたことへの 自負を持たせることが大 きな課題となる。対馬で地域学習を行 う場合

に留意すべき点はそこにある。地域学習においては、身近な地域における事象の教材化が必要

であるが、それに関する取 り組みは着実に進められている。

今回報告 した今里 ・難知両中学校の体験的学習を軸 とした国際交流教育は、全国的な国際理

解教育の流れの中で見れば、過去の実践の形態を残 したものであるかも知れない。 また、理念

や内容面で近年のグローバル教育のあり方とは必ず しも重ならない部分があるか も知れない。

ところが、韓国の中学生 との交流行事においては、身近な地域での生活 を基にした体験や日

常的にみられる文化の紹介が盛 り込まれている。 したがって対馬や美津島地域 について十分理

解 し、それを伝える努力が求められる。加えて身近な地域への誇 りを持つことにより、交流の

際の意識が高まることになる。両中学校の交流行事には、これらが 自然に身に付 くよう工夫が

なされている。表面上は国際交流の形をとっているが、対馬で育つことへのアイデンテ ィティ

の育成に計 り知れない効果をもたらしている。韓国との交流に生きることに活路 を求めている

対馬で実践 される点から、 さらに充実 した取 り組みが求め られている重要な教育活動であると

いえよう。

※本論に記 した対馬市立今里 ・錐知両中学校での聞き取りは、2009年 度短期国内研究員研究期間を利用した

現地調査の際に実施 したものであることを付記する。
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